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写真 1　 博多遺跡群出土の吹きガラス製品 
（福岡市埋蔵文化財センター所蔵）




























遺　跡　名 内容　 年　代 備考
1 仙台城（本丸石垣） コップ，脚付杯，鉢など 30 個体以上 ～ 1646（地震）
2 八王子城跡 レースガラス瓶１個体 ～ 1590（落城）
3 深溝松平忠雄墓（愛知県幸田町本光寺） 「1599」紀年銘エナメル彩コップ ～ 1686（没年）
4 大坂城下町跡（OJ91―11 次） エナメル彩ガラス片１点， ～ 1620 頃 ソーダ石灰ガラス




6 平戸（平戸和蘭商館跡） 網代文ガラス１点，型吹きガラス１点，レースガラス２点 1570 ～ 1641
7 長崎（下町，袋町） レースガラス脚付杯１個体，同破片１点，エナメルガラス１点 17 世紀前半
































































































































































































真 5）。この土壙は南北 10 ｍ以上，東西 26.5 ｍ，検出面からの約１ｍの深さの不定形で，埋土は灰
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炭を大量に含み，土器・陶磁器のほか，瓦や炉壁，坩堝・スラグ・金属製品ほかが出土しており，
南側で隣接して検出された「金属生産関連工房」に関連した廃棄用の土壙であると推測されている。
出土遺物の年代は，16 世紀後半の中国産青白磁合子から 1670 年代の肥前染付蝶文皿まで幅がある。
「金属生産関連工房」は，下層の土坑と整地土の年代および土壙 328 の出土遺物の年代から，1650
年頃～ 1680 年頃にかけて操業したと推測されており，土壙 328 の出土遺物のうち 1650 年代以前の
遺物は，操業の過程で廃棄あるいは混入したと考えられる。チチオールとラッコールが検出された
タイおよびベトナム陶磁の細かい年代は不明であるが，土壙 328 出土の輸入陶磁の主体は 17 世紀
前半であることから，17 世紀前半から 1680 年の幅で捉えるべきであろう。
　長崎の場合は，長崎奉行所（立山役所）跡に隣接する炉粕町遺跡で検出された溝状遺構ＳＤ１か
らタイ産四耳壺が出土している（写真 6）。ＳＤ１は，立山役所との境に掘られた幅約 4.5 ｍ，深さ
約１ｍで，木材や木片と共に大量の遺物が出土しているが，出土遺物の年代から前節でも述べた立
山役所の造成によって埋められたと考えられ，1717 年を年代下限として捉えることができる。上




















大坂（1622 年～ 17 世紀前半）
京都（17 世紀前半～ 1680 年頃）
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磁が出土しており，出土状況から大坂（1622 年～ 17 世紀前半），京都（17 世紀前半～ 1680 年頃），




















































































































































































































（40）――Arlen Heginbotham & Michael Schilling, ‘New 
evidence for the use of Southeast Asian raw materials 
in seventeenth century Japanese export lacquer’, 
(Shayne Rivers, Rupert Fauikner, Boris Pretzel eds), 
















（2015 年 9 月 2 日受付，2017 年 10 月 2 日審査終了）
